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陳
爽
字
碩
市
、
師
竹
と
號
し
、
晩
年
は
蘇
州
南
凰
に
居
て
、
南
隅
老
人
と
號
し
た
。
乾
隆
血
卜
一
年
（
ご
誤
）
の
生
れ
。
曾
祀
は
朝
玉

、

と
い
っ
て
、
崇
明
の
人
。
組
父
浩
の
時
始
め
て
蘇
州
長
洲
縣
に
遜
つ
た
。
父
植
は
杖
芸
先
生
と
云
っ
て
三
人
の
子
が
あ
り
、
典
は
そ
の
仲

孑
で
あ
る
。
幼
い
時
、
師
に
つ
い
て
川
官
．
職
、
左
氏
春
秋
を
習
ひ
、
年
二
十
に
近
く
始
め
て
八
股
文
を
學
ん
だ
が
、
彼
の
興
味
は
む
し

ろ
徐
氏
誠
測
迦
老
、
秦
氏
五
愁
通
考
等
の
書
物
に
引
か
れ
て
、
次
弟
に
學
間
の
根
底
に
燗
れ
て
行
っ
た
。
嘉
慶
十
五
年
、
年
二
十
九
歳
、

江
玩
に
つ
い
て
小
単
を
治
め
る
。
江
玩
は
そ
の
肌
父
江
朧
の
親
友
で
徴
時
蘇
州
に
倒
し
て
専
ら
詳
述
に
力
を
注
い
で
ゐ
た
段
王
裁
の
門
に

出
入
し
、
段
氏
の
脇
を
う
け
て
諭
文
解
字
苛
訓
表
を
作
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
人
が
陳
典
の
家
に
來
て
家
庭
教
師
と
な
っ
た
こ
と
は
色
燕

、

の
意
味
か
ら
彼
に
大
き
な
影
響
を
與
へ
た
。
段
王
裁
の
著
に
六
書
晋
誠
表
が
あ
る
。
段
玉
裁
は
嘗
っ
て
江
玩
に
向
っ
て
、
こ
の
昔
誠
表
に

つ
い
て
は
前
に
飛
の
測
父
江
朧
之
を
知
り
、
今
そ
の
孫
の
君
が
之
を
知
る
の
み
と
云
っ
た
。
江
沈
か
ら
之
を
Ⅲ
い
た
陳
拠
は
、
一
笠
夜
の

力
を
鳩
し
て
之
を
攻
究
し
、
識
く
そ
の
梗
概
を
倉
得
し
て
、
段
氏
の
所
謂
不
仰
の
學
、
小
子
己
に
其
奥
を
窺
・
へ
り
と
一
エ
つ
た
。
段
王
裁
は

江
沈
か
ら
Ⅲ
い
て
、
大
い
に
之
を
奇
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
江
泥
は
段
氏
の
經
縦
桃
集
未
定
本
を
借
り
て
來
た
が
、
其
折
段
王
裁
は

陳
碩
市
博
四
二
（
三
四
九
一
二

、
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四
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未
だ
川
定
を
經
て
居
ら
ぬ
も
の
故
、
他
人
に
は
見
せ
て
災
れ
る
な
、
と
固
く
頼
ん
だ
。
月
を
越
え
て
其
書
逓
返
す
に
及
ん
で
、
い
つ
の
間
に

か
之
に
朱
錐
を
加
へ
た
者
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
段
氏
は
江
沈
を
詰
っ
て
、
老
人
は
人
に
見
せ
る
な
と
申
し
た
筈
で
あ
る
。
一
冊
之
は
誰

の
仕
業
か
。
江
沈
が
、
き
っ
と
そ
れ
は
陳
家
の
子
で
あ
り
ま
せ
う
。
と
云
ふ
と
段
氏
は
な
ほ
も
細
か
に
帆
て
ゐ
た
が
、
や
が
て
客
を
改
め

て
、
此
者
こ
そ
や
が
て
一
代
の
名
儒
と
な
ら
う
。
其
學
識
は
も
は
や
店
の
孔
頴
逹
、
面
公
彦
の
上
に
出
て
ゐ
る
ぞ
。
吾
道
逓
仲
へ
ん
者
は

必
ず
此
人
だ
。
ひ
と
つ
往
っ
て
逢
ひ
た
い
も
の
だ
、
と
云
っ
た
。
段
氏
の
面
目
亦
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
江
沈
は
汪
稼
門
の
聡
に
膣
じ
て
去
っ
た
。
陳
典
は
そ
の
あ
と
段
氏
の
門
に
入
っ
て
直
接
教
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
嘉
慶

十
七
年
、
二
十
七
歳
、
長
洲
縣
畢
生
貝
に
袖
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
参
十
二
月
か
ら
殿
氏
の
枝
閥
に
留
っ
て
、
論
文
解
宇
注
を
校
正
す
る
こ

と
に
な
っ
た
ら
し
い
。
枝
卿
に
在
ろ
こ
と
約
二
年
、
こ
の
間
に
段
氏
は
彼
に
、
所
訓
字
を
以
て
雑
を
考
へ
、
經
を
以
て
字
を
老
へ
る
城
東

原
以
來
の
學
間
の
方
法
を
教
へ
、
毛
詩
と
説
文
と
を
率
ば
せ
た
。
後
に
陳
典
が
鱒
疏
の
凡
例
に
、
「
此
傳
疏
を
作
る
に
つ
い
て
は
、
始
め

嘉
慶
壬
巾
（
十
七
年
）
段
氏
芳
應
先
生
に
、
蘇
郡
白
蓮
橘
枝
刷
に
從
っ
て
學
ぴ
，
親
し
く
師
の
教
を
う
け
益
を
蒙
り
し
こ
と
数
へ
難
し
」

と
云
っ
て
ゐ
る
所
以
で
あ
る
。

十
八
年
冬
、
段
氏
の
論
文
解
字
注
は
弟
子
の
徐
睡
、
胡
校
城
ら
の
力
に
よ
っ
て
刊
行
に
着
手
さ
れ
る
。
始
め
陳
典
は
、
我
師
江
玩
が

段
氏
を
皿
父
の
友
ふ
し
て
尊
孵
し
て
ゐ
る
の
を
知
る
故
に
、
我
亦
段
氏
を
敢
へ
て
先
生
と
は
呼
ば
な
か
っ
た
。
が
段
氏
は
そ
の
様
に
自

分
を
外
脱
し
て
呉
れ
る
な
と
云
っ
て
、
論
文
解
字
注
第
二
篇
を
刻
す
る
に
鴬
っ
て
、
受
業
長
洲
陳
煥
校
芋
と
書
か
せ
、
陳
典
も
始
め
て
段

、

氏
を
先
生
と
稲
し
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
十
九
年
、
江
玩
は
説
文
解
字
注
後
序
を
、
間
断
節
暑
に
於
て
書
い
て
ゐ
る
。
時
に
読
文
注
の

刻
は
殆
ど
半
ば
を
過
ぎ
て
ゐ
た
。
二
十
年
陳
典
三
十
歳
、
段
氏
は
典
に
命
じ
て
、
李
仁
甫
の
五
澁
均
譜
の
法
を
用
ゐ
て
、
説
文
部
目
分
韻

〆
毛

“

１

I

’

』



｜’

を
細
纂
さ
せ
た
。
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
月
叉
陳
央
は
説
文
解
字
注
の
趾
を
作
っ
た
。
こ
の
恭
陳
災
は
從
姪
と
共
に
海
門
に
往
っ

た
。
海
門
は
典
の
曾
腿
父
が
土
地
矛
開
墾
し
て
、
永
く
そ
の
徳
を
“
さ
れ
て
ゐ
る
古
い
開
係
の
地
で
あ
る
。
此
時
段
氏
は
陳
災
の
學
が
、

ｊ

巳
に
勝
の
陸
、
孔
の
上
に
出
て
ゐ
る
を
云
ひ
、
こ
の
上
は
庇
く
兇
聞
を
坤
す
こ
と
を
す
Ｌ
め
て
後
け
と
し
た
。
五
月
沈
文
解
芋
注
の
刻
は
、

了
っ
た
。
秋
に
な
っ
て
、
陳
爽
は
海
凹
か
ら
肺
っ
て
、
段
氏
に
調
し
た
が
、
巳
に
そ
こ
に
は
一
生
の
事
業
を
な
し
遂
げ
て
心
身
の
力
を
鮫

後
ま
で
使
ひ
果
し
て
頓
に
衰
へ
た
老
師
の
姿
が
あ
っ
た
。
段
氏
は
洲
然
と
し
て
日
ふ
。
我
身
は
恰
も
春
瀧
に
同
じ
。
繩
成
り
し
上
は
た
だ
、

姥
る
土
を
待
つ
の
み
と
。
ま
こ
と
に
此
人
で
あ
っ
て
始
め
て
云
ひ
得
る
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。
数
十
年
を
喪
し
て
先
つ
長
疏
を
作
り
、
論
文

解
宇
液
と
名
づ
け
て
、
虚
文
紹
が
序
を
誓
い
た
の
も
巳
に
二
千
年
の
昔
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
更
に
之
と
練
っ
て
読
文
解
争
汪
を
作
り
，
こ

Ｌ
に
及
ん
で
途
に
海
内
の
期
待
に
對
へ
た
。
八
月
陳
典
が
面
妖
に
於
け
る
試
験
を
罪
へ
て
、
再
び
師
逓
見
舞
っ
た
時
は
妓
早
秤
起
の
望
み

は
無
か
っ
た
ら
う
◎
二
十
歳
除
ｂ
で
病
つ
た
後
は
六
十
年
来
病
に
岬
吟
し
た
こ
と
も
無
か
っ
た
が
、
此
度
は
も
は
や
他
て
ぬ
、
と
云
っ
た

師
睦
途
に
九
月
八
Ｈ
八
十
一
歳
と
以
て
枝
附
に
経
っ
た
。
ま
こ
と
に
段
氏
は
一
生
の
仕
事
群
最
後
に
至
っ
て
完
成
し
、
そ
れ
と
同
時
に
こ

の
枇
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
弟
子
陳
災
は
こ
の
妓
後
の
数
年
に
親
灸
し
て
、
己
れ
が
師
か
ら
撫
取
し
得
る
限
り
を
受
け
つ
い
で
、
更
に
之

か
ら
畢
間
の
道
に
遇
進
し
・
や
う
と
す
る
。
而
も
こ
の
大
い
な
る
師
を
失
っ
た
彼
の
行
手
に
は
、
後
来
更
に
彼
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

高
郷
王
氏
父
子
が
手
を
ひ
ろ
げ
て
待
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

嘉
墜
一
十
三
年
戊
災
春
、
陳
典
は
山
東
來
卒
の
親
戚
を
訪
い
、
そ
の
秋
、
順
天
の
郷
試
に
唯
じ
て
部
に
入
っ
た
。
（
救
望
の
陳
先
生
行

陳
碩
術
仰
、
四
五
三
四
九
五
）
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状
に
は
段
氏
卒
を
二
十
一
年
と
し
、
明
年
秋
都
に
入
る
と
あ
る
も
，
之
は
談
ら
し
く
、
陳
典
の
王
布
鵬
先
生
遺
文
編
次
序
に
は
都
に
來
た
の

を
二
十
三
年
と
し
て
ゐ
る
。
）
そ
し
て
王
念
孫
の
も
と
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
己
に
陳
典
が
蘇
州
に
ゐ
た
頃
か
ら
、
段
氏
は
王
氏
と
の
書

信
の
往
復
に
、
陳
典
の
名
を
仲
へ
て
ゐ
た
も
の
と
見
え
（
同
じ
く
王
石
鵬
先
生
通
交
細
次
序
）
．
陳
典
も
亦
都
に
入
る
第
一
の
喜
び
は
こ

の
名
怖
を
訪
れ
て
教
を
乞
ふ
と
と
で
あ
っ
た
ら
う
。
時
に
王
念
孫
は
七
十
五
歳
。
陳
典
は
三
十
三
歳
。
王
念
孫
は
北
京
の
施
椛
寺
の
側
に

住
ひ
、
巳
に
仕
途
を
退
い
て
、
そ
の
子
漉
部
侍
郎
王
引
之
の
邸
に
在
っ
て
，
群
述
に
耽
っ
て
ゐ
た
時
で
あ
る
。
陳
典
が
と
Ｌ
を
訪
れ
た

時
、
門
恭
は
先
生
が
老
病
の
篤
め
、
一
切
客
に
逢
は
ぬ
を
以
て
断
っ
た
が
、
弧
ひ
て
名
を
通
じ
さ
せ
る
と
、
果
し
て
足
を
病
ん
で
卜
数
年

も
客
に
逢
は
ぬ
と
云
ふ
王
念
係
は
、
侍
者
に
扶
け
ら
れ
つ
Ｌ
、
奥
か
ら
出
て
来
て
、
ま
だ
顔
も
合
さ
ぬ
先
に
、
大
雛
で
彼
の
字
を
呼
び
、

若
孵
（
段
王
裁
）
の
没
後
、
君
の
如
き
商
弟
あ
る
か
９
と
謀
ぴ
の
雛
を
あ
げ
た
。
願
く
は
忘
年
の
友
と
な
ら
う
と
云
っ
た
。
此
時
陳
爽
は

自
分
の
學
間
の
抱
負
と
し
て
、
詩
毛
傳
と
集
甜
の
研
究
を
目
ざ
す
に
つ
い
て
王
氏
の
批
判
を
仰
い
だ
。
王
氏
は
之
に
對
へ
て
、
學
者
は
何

よ
り
も
そ
の
托
す
る
所
が
尊
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
と
・
と
を
述
べ
、
集
調
研
究
の
方
法
を
語
り
、
自
身
も
亦
久
し
い
Ⅲ
集
訓
の
熱
理

を
志
し
た
が
、
先
づ
己
れ
の
仕
事
と
し
て
廠
雅
疏
証
を
完
成
す
る
う
ち
に
、
い
つ
か
川
日
は
辿
ぎ
た
。
段
氏
も
亦
術
に
そ
の
こ
と
注
思
っ

て
ゐ
た
ら
し
い
が
．
之
も
読
文
注
の
刊
行
と
共
に
世
を
去
ら
れ
た
。
今
子
は
道
を
聞
く
と
と
蚤
く
０
年
力
批
け
れ
ば
、
先
づ
毛
公
の
詩
傳

を
治
め
ら
れ
よ
、
こ
れ
學
考
と
し
て
托
す
る
所
の
尊
き
も
の
で
あ
る
。
而
ろ
後
集
訓
を
治
め
ら
れ
て
も
晩
く
は
あ
る
ま
い
。
戒
經
十
年
、

校
經
十
年
、
而
る
後
始
め
て
著
書
を
云
ふ
可
し
云
々
。
此
時
の
命
話
は
蜜
に
陳
典
一
生
の
學
間
の
方
針
を
打
ち
立
て
た
か
の
や
う
で
、
そ

の
後
三
十
嬢
年
の
別
苦
を
経
て
、
毛
詩
傳
疏
は
刊
行
さ
れ
た
が
、
集
殻
の
研
究
は
途
に
大
成
せ
ず
、
年
老
い
て
陳
典
が
」
往
年
の
師
の
期

待
に
負
い
た
こ
と
を
痛
く
嘆
く
所
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
側
王
念
孫
は
胡
何
の
川
口
ま
で
悪
い
足
で
見
送
っ
た
。
こ
の
後
陳
典
は
い
つ
も
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二再喪序て 等と鄭他がす毛て文王
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四
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八
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注
、
鯉
訓
呼
と
北
〈
に
悴
子
を
授
け
た
こ
と
も
叉
王
氏
に
淵
源
す
る
か
。
逆
光
八
年
都
を
出
て
南
に
蹄
る
・
途
中
山
束
に
寄
っ
て
、
術
山
に
も

登
っ
た
。
そ
の
後
斯
江
に
至
り
、
杭
州
の
正
氏
の
家
に
恥
せ
ら
れ
る
。
陳
災
が
南
に
肺
っ
た
後
も
、
王
引
之
と
の
間
に
は
厩
廷
論
學
の
飛
円

信
が
往
復
さ
れ
た
が
、
王
念
係
は
道
光
十
二
年
正
月
、
八
十
九
旗
を
以
て
卒
し
、
翌
盈
十
凹
年
十
一
月
、
王
引
之
も
亦
六
十
九
旗
を
以
て

卒
し
た
。

汪
遠
係
と
陳
典
と
の
開
係
は
、
陳
典
の
作
っ
た
汪
速
孫
國
語
校
注
序
に
よ
れ
ば
叩
申
（
道
光
川
年
父
の
卒
せ
し
年
）
武
林
（
杭
州
）
に

至
り
、
汪
中
番
小
米
と
遇
ふ
。
時
に
呉
越
の
間
に
往
還
し
、
未
だ
嘗
っ
て
與
に
居
ら
ざ
る
也
。
癸
巳
（
土
一
卒
）
汪
小
米
が
典
氏
の
篤
め

に
杭
郡
待
韓
を
校
刻
す
る
に
鴬
ｂ
、
招
か
れ
て
そ
の
家
に
画
す
云
交
。
巳
に
そ
の
前
辛
卯
の
年
、
王
引
之
に
贈
っ
た
手
紙
に
、
去
秋
里
に
蹄

り
、
今
春
枕
郡
に
來
り
て
、
汪
逵
係
と
交
り
を
結
ぶ
。
汪
君
の
家
、
群
に
宙
み
、
亦
詫
訓
の
學
に
稗
ふ
。
相
つ
れ
て
業
を
同
う
す
、
云

々
。
時
に
陳
典
は
四
湖
畔
の
寺
に
棲
ん
で
ゐ
た
ら
し
い
。
土
一
犀
に
な
っ
て
汪
氏
の
家
に
勝
ぜ
ら
れ
、
同
居
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ

ら
う
か
。
汪
家
に
は
所
謂
振
綺
堂
砿
垂
ロ
あ
り
、
汪
氏
亦
飢
を
勵
み
、
漢
書
地
理
志
、
春
秋
、
岡
研
、
及
陸
氏
經
肌
藤
文
を
研
究
し
、
阿
諦

發
正
そ
の
他
の
著
あ
り
、
陳
典
が
之
を
助
け
た
こ
と
も
少
く
な
か
つ
た
ら
う
。
汪
氏
は
識
人
と
し
て
も
名
灌
あ
り
、
西
湖
の
吟
泄
の
一
人

で
あ
っ
た
。
（
陳
典
よ
り
少
き
こ
と
八
歳
）
之
よ
り
約
一
下
年
の
間
、
陳
典
は
汪
氏
の
西
湖
水
北
椣
に
餌
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
長
い

間
‐
陳
典
は
ひ
た
す
ら
著
述
に
耽
る
こ
と
が
出
来
た
Ｃ
ｕ
〈
そ
の
間
一
時
、
胡
承
瑛
の
郷
里
浬
縣
に
招
か
れ
て
、
そ
の
迩
著
を
枝
離
し
た
こ

と
が
あ
る
。
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陳
典
と
胡
承
洪
と
が
相
知
っ
た
の
は
、
前
に
嘉
慶
一
下
川
年
七
月
、
北
京
の
万
柳
雌
に
於
て
鄭
玄
の
祀
を
行
っ
た
時
以
来
で
あ
る
。
胡

承
洪
は
乾
隆
四
十
一
年
に
生
れ
、
（
陳
典
よ
り
十
歳
年
長
）
芋
紫
孟
、
墨
莊
と
號
し
た
。
嘉
慶
十
年
の
進
士
、
翰
林
院
庶
吉
士
よ
り
細
修

を
授
け
ら
れ
、
卜
九
年
庇
東
郷
試
刑
考
官
と
な
り
、
つ
い
で
御
史
に
遮
り
、
給
事
中
に
郷
じ
た
。
二
十
川
年
順
天
郷
試
同
老
官
と
な
る
。

こ
の
年
陳
典
は
万
柳
堂
で
知
り
合
っ
た
。
胡
氏
は
そ
の
多
禰
建
に
赴
任
し
た
が
、
そ
の
後
も
陳
典
と
の
間
に
互
に
毛
誹
を
論
じ
て
押
慌
の

往
復
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
胡
氏
は
禰
建
の
任
に
つ
い
て
、
保
叩
制
度
を
細
査
し
、
よ
く
匪
賊
の
跡
を
絶
ち
、
つ
ぜ
い
て
蕊
糊
兵
備
道
と
な

り
、
盗
を
捕
へ
、
善
政
を
行
っ
た
と
云
は
れ
る
が
、
逆
光
三
年
似
を
乞
ふ
て
安
徴
機
縣
の
郷
里
に
蹄
り
，
そ
の
後
道
光
十
二
年
に
残
す
ろ

迄
九
年
間
、
足
、
里
Ⅲ
逓
出
で
す
、
外
事
に
菰
ら
ず
、
郭
ら
著
述
に
耽
っ
た
。
か
ね
て
胡
培
班
と
こ
と
に
親
し
く
、
嘗
っ
て
都
に
於
て
、
胡

培
飛
は
彼
の
邸
に
寓
し
て
儀
職
疏
の
稲
を
起
し
て
ゐ
た
が
、
朝
夕
談
論
し
、
胡
承
跳
は
鄭
氏
注
の
中
、
古
今
文
異
字
を
引
く
に
つ
い
て
特

に
卑
間
の
研
究
を
し
て
、
君
の
疏
を
全
う
し
や
う
と
約
し
、
そ
の
後
蕊
濁
に
在
っ
て
も
常
に
之
を
心
が
け
、
‐
途
に
儀
雌
古
今
文
疏
義
を
作

っ
た
。
こ
の
人
は
役
人
と
し
て
も
相
常
の
功
統
が
あ
り
、
叉
文
蕊
の
方
面
に
も
才
が
す
ぐ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
後
に
胡
培
班
の
作
っ
た
祁
建

蕊
濁
迩
胡
識
別
仰
の
論
に
「
凡
そ
經
畢
に
専
心
し
、
考
誰
に
糖
し
い
人
々
は
往
々
に
し
て
文
藝
の
才
拙
く
、
た
と
へ
文
京
は
巧
み
で

も
、
詩
と
な
る
と
必
し
も
巧
み
で
な
い
。
之
と
液
ね
る
こ
と
は
仲
々
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
叉
窮
乏
の
中
に
あ
っ
て
、
ひ
た
す
ら
學
蕊
に

勵
む
人
の
、
文
章
學
問
は
常
時
に
高
く
も
て
は
や
さ
る
Ｎ
と
も
、
途
に
一
生
不
遇
に
経
る
も
の
が
多
い
。
然
る
に
識
は
經
學
尚
丈
共
に
卓

然
と
し
て
後
世
に
傅
ふ
可
く
、
而
も
年
悲
く
し
て
進
士
に
及
第
し
、
枢
要
の
地
位
を
膝
、
中
年
蕊
濁
の
任
に
赴
き
、
官
吏
と
し
て
の
業
絞
も

偉
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
生
れ
乍
ら
に
し
て
夙
避
あ
り
、
天
よ
り
授
か
ろ
も
の
特
に
誰
に
雁
か
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
云
っ

て
ゐ
る
通
り
で
あ
る
。

陳
破
巾
傳
四
九
（
三
四
九
九
）
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却
水
球
も
亦
小
學
に
粘
し
く
、
爾
雅
、
娩
文
に
心
を
究
め
、
こ
と
に
小
附
雅
に
就
い
て
研
究
し
て
、
小
爾
雅
義
證
を
藩
し
、
そ
の
他
春

秋
三
僻
文
字
異
同
考
繊
な
ど
の
作
も
あ
っ
た
が
、
彼
の
畢
生
の
糀
力
は
蛍
に
毛
誹
後
塞
の
著
述
に
注
が
れ
た
。
毛
詩
の
研
究
に
つ
い
て
は

屡
ば
陳
爽
と
諜
信
の
往
復
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
毛
詩
後
斐
中
、
往
麦
陳
砿
市
日
、
と
引
か
れ
て
ゐ
る
の
は
こ
れ
に
よ
る
。
然
し
彼
は
毛
詩
，

逓
主
と
す
る
と
は
云
へ
、
後
に
述
べ
る
や
う
に
陳
典
が
、
専
ら
毛
体
を
守
る
の
と
は
行
き
方
を
異
に
す
る
。
胡
嬬
華
に
典
へ
た
手
紙
に

も
、
自
分
の
後
菱
は
専
ら
詩
の
毛
傳
を
明
に
す
る
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
鄭
玄
の
釜
と
い
ふ
も
の
は
、
毛
傳
を
申
べ
て
ゐ
る
や
う
で

変
は
毛
体
の
本
意
逓
得
て
ゐ
な
い
も
の
が
あ
り
、
又
毛
仲
と
説
を
異
に
し
て
蜜
は
毛
体
の
説
に
及
ば
ぬ
も
の
が
あ
る
。
恩
ふ
に
毛
公
は
案

の
人
、
時
代
も
周
を
去
る
と
と
雀
だ
近
い
。
從
っ
て
そ
の
言
語
文
字
名
物
訓
話
な
ど
己
に
鄭
玄
の
や
う
な
後
漢
の
人
か
ら
は
充
分
に
通
じ

得
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
に
連
ひ
な
い
。
汎
ん
や
店
人
に
於
て
、
又
宋
人
に
於
て
を
や
で
あ
る
。
拙
著
後
斐
に
於
で
は
、
毛
傳
に
從
ふ
蒋
十
の

八
九
、
鄭
鍵
に
從
ふ
者
十
の
二
三
。
始
め
は
之
を
そ
の
詩
そ
の
筋
に
於
て
考
へ
求
め
、
そ
れ
で
解
ら
ね
ば
詩
經
全
燈
に
老
へ
求
め
、
更
に

得
ね
ば
他
の
純
典
に
誰
を
求
め
、
又
得
ね
ば
そ
の
上
は
淀
く
川
秦
の
古
諜
を
稽
へ
た
。
言
語
文
字
名
物
訓
話
に
於
て
、
征
左
前
人
の
未
だ

、

云
ひ
及
ば
な
か
っ
た
も
の
数
十
箇
條
を
下
ら
ぬ
、
と
云
っ
て
ゐ
る
。
叉
魏
源
に
與
へ
た
手
紙
に
、
「
承
瑛
詩
に
於
て
は
毛
偲
を
坐
守
す

る
も
、
た
だ
之
を
経
文
に
撲
到
て
変
に
通
じ
が
た
き
も
の
有
る
上
は
、
之
を
捨
て
Ｌ
他
の
誰
を
求
め
た
り
。
た
と
へ
ば
弗
躬
弗
弧
、
庶
民

弗
信
の
句
の
如
き
、
毛
傳
に
は
庶
民
之
言
不
可
信
と
詔
へ
ど
、
左
傳
、
図
語
、
准
南
子
、
説
苑
に
此
詩
を
引
く
者
皆
謂
ふ
、
民
上
を
信
ぜ

ず
と
。
こ
れ
斐
説
の
も
と
づ
く
所
に
し
て
、
經
文
前
後
の
意
味
に
尤
も
順
徴
な
り
。
故
に
宜
し
く
徳
を
猫
て
上
韮
に
從
ふ
ぺ
し
。
さ
れ
ど

か
上
る
者
は
僅
か
に
千
の
一
二
の
み
」
、
と
。

此
の
軸
陳
爽
が
維
始
毛
傳
を
主
と
す
る
こ
と
を
以
て
目
的
と
し
た
行
き
方
と
非
常
に
異
り
、
胡
承
瑛
は
何
よ
り
も
經
文
に
順
と
い
ふ
こ

＝
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こ
Ｌ
に
陳
典
と
は
直
接
の
關
係
は
無
い
乍
ら
、
胡
承
蛾
と
の
關
係
か
ら
、
馬
珊
灰
の
毛
排
傳
菱
通
樺
に
つ
い
て
一
言
し
た
い
。

馬
瑞
腫
は
安
徽
桐
城
の
人
、
乾
隆
川
十
七
年
に
生
れ
た
。
父
米
漣
は
斑
慶
六
年
の
進
士
、
（
翌
年
卒
）
こ
の
宗
他
は
少
う
し
て
野
氏
眺

蛸
に
つ
い
て
古
文
棚
淀
學
ぴ
、
叉
古
訓
に
糖
通
し
、
後
部
汗
漁
、
任
大
栫
、
王
念
孫
と
遊
ん
で
そ
の
學
も
い
よ
ノ
ー
進
ん
だ
。
経
を
解
す

陳
碩
市
仰
五
一
（
三
五
○
ご

と
を
第
一
と
し
て
解
樺
を
求
め
た
。
陳
奥
の
譜
い
た
毛
詩
後
釜
の
序
に
い
ふ
、
必
余
曲
折
を
以
て
通
を
求
め
、
そ
の
引
く
と
こ
ろ
即
く
、

そ
の
指
は
約
、
と
い
っ
て
ゐ
る
通
り
、
後
美
を
讃
む
と
い
か
に
も
通
を
主
と
し
て
博
引
秀
證
、
而
も
そ
の
結
論
は
簡
潔
で
あ
る
。

逆
光
十
二
年
、
胡
承
玖
は
年
五
十
七
を
以
て
卒
し
た
。
病
の
床
に
在
っ
て
も
猫
ぼ
沈
吟
職
制
倦
ま
ず
、
簸
後
ま
で
力
を
つ
く
し
た
が
、

途
に
魯
頌
洋
水
鮒
以
下
は
業
を
卒
へ
す
、
未
完
成
に
了
っ
た
。
道
光
卜
川
年
甲
午
の
族
、
胡
承
溌
の
刷
子
は
、
亡
き
父
の
通
謀
を
刊
行
す

る
に
つ
き
、
平
生
學
問
の
交
り
深
か
っ
た
陳
典
を
、
そ
の
郷
里
の
宅
に
招
い
て
校
雛
逓
依
帆
し
た
。
こ
の
時
陳
英
は
刷
子
の
請
に
よ
っ

て
、
毛
詩
後
美
蛙
後
の
洋
水
以
下
を
自
ら
補
っ
て
完
檗
の
槻
あ
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
時
に
陳
典
は
己
に
四
十
九
歳
。
彼
の
毛
詩
の
學
は

Ｑ

己
に
日
に
月
に
進
ん
で
ゐ
た
が
、
も
と
Ｊ
１
京
師
に
於
て
胡
承
琲
と
知
る
や
、
胡
氏
が
専
ら
毛
詩
を
研
究
し
つ
上
あ
る
を
以
て
、
必
ず
毛
詩

の
經
傳
全
腱
に
亘
っ
て
注
澤
書
を
作
る
も
の
と
忠
ひ
、
、
己
れ
は
た
だ
爾
雅
に
な
ら
っ
て
義
類
を
細
し
、
凡
そ
馨
芳
訓
話
の
川
、
天
地
山
川

の
大
、
樹
室
衣
服
制
度
の
精
、
鳥
獣
車
木
迩
魚
の
細
を
夫
々
分
類
し
た
も
の
を
作
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
今
胡
氏
の
害
を
兄
る
に
、
そ

れ
は
全
慨
的
な
註
樺
で
な
く
、
特
に
傳
義
を
列
畢
す
る
方
法
を
と
っ
て
ゐ
る
の
を
知
り
、
こ
上
に
初
め
て
自
ら
詩
毛
傅
の
疏
を
作
る
こ
と

、

に
決
心
し
た
の
で
あ
る
。
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丈
撃
研
究
鰯
二
十
九
脚
、
五
二
（
三
五
○
一
ご

る
に
必
ず
先
づ
訓
諭
に
通
ず
可
き
こ
と
を
主
張
し
、
後
に
院
元
が
斯
江
に
於
て
諸
學
粁
を
華
め
て
維
籍
纂
詰
を
編
し
た
時
、
‐
そ
の
凡
例
は

か
つ
て
馬
宗
榧
、
孫
晶
術
逹
と
手
訂
し
た
所
の
も
の
で
あ
っ
た
。
多
く
の
群
需
及
詩
集
が
あ
る
。

そ
の
子
馬
珊
辰
は
張
慶
十
年
の
進
士
、
翰
林
院
庶
吉
士
よ
り
工
部
瞥
繕
対
主
事
を
授
け
ら
れ
、
郎
巾
に
擢
で
ら
れ
た
が
、
事
に
よ
っ
て

礎
京
に
流
さ
れ
、
召
し
還
さ
れ
て
、
工
部
貝
外
郎
と
な
り
、
復
事
に
坐
し
て
雛
龍
江
に
流
さ
れ
る
。
幾
く
も
な
く
て
輝
さ
れ
て
蹄
り
、
そ

の
後
、
江
凹
白
鹿
山
、
東
峰
山
芯
安
徽
臓
陽
禅
院
の
識
肥
に
主
と
な
っ
た
。
毛
諦
僻
斐
通
輝
の
向
序
に
よ
る
と
、
少
き
時
よ
り
詩
經
を
害

ぴ
、
御
る
所
有
る
毎
に
之
を
徒
笥
に
減
し
て
未
だ
出
さ
ず
、
弱
冠
京
師
に
遊
ん
で
多
く
の
躍
粁
と
交
っ
て
そ
の
學
を
艇
め
、
四
十
以
後

致
仕
し
て
意
を
仕
途
に
絶
ち
、
導
ら
經
術
に
心
を
蝉
し
、
麦
に
少
壯
よ
り
釆
狸
せ
し
と
こ
ろ
、
及
孔
疏
、
、
陸
義
の
尚
人
を
竹
ん
ぜ
し
め
ざ

る
背
に
於
て
重
ぬ
て
研
究
し
、
一
一
蒙
詩
を
以
て
そ
の
異
同
を
瀞
じ
、
經
全
慨
を
以
て
そ
の
義
例
を
明
に
し
，
古
香
古
義
を
以
て
そ
の
調
互

を
證
し
、
盤
搾
挫
畝
を
以
て
そ
の
通
借
を
別
ち
、
十
有
六
年
を
経
て
遂
に
成
り
、
初
め
は
毛
緋
誕
注
と
名
づ
け
た
が
、
後
に
傅
斐
迩
樺
と

改
め
た
。
鄭
斐
と
毛
傳
を
兼
ね
て
述
べ
、
孔
頴
逵
の
疏
を
正
し
、
敢
て
黛
同
伐
異
を
な
さ
赤
、
只
寵
事
求
是
、
以
て
こ
の
大
群
を
成
し
た

と
い
ふ
・
洗
皿
々
が
こ
の
将
を
誠
ん
で
先
づ
弟
一
に
感
歩
る
の
は
、
そ
の
立
説
の
大
鵬
さ
で
あ
ら
う
。
文
字
の
通
俗
を
以
て
解
し
て
ゆ
く
方

法
の
恩
ひ
切
り
の
よ
さ
で
あ
る
。
い
は
ば
一
極
の
珊
鍼
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
鋪
一
の
印
象
と
し
て
受
取
ら
ず
に
ゐ
ら
れ
ぬ
。
後
に
こ
の

人
の
生
涯
を
知
っ
て
始
め
て
畢
問
も
畢
党
そ
の
人
の
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
感
を
深
く
し
た
の
で
あ
る
。
殊
に
彼
の
碓
後
を
知
る

に
至
っ
て
一
勝
と
の
感
が
起
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。
こ
の
人
は
豊
頤
長
身
、
言
論
姪
々
、
勤
學
群
書
催
む
を
知
ら
な
か

っ
た
と
い
は
れ
る
。

一
Ｇ

毛
詩
博
美
通
輝
の
例
言
に
い
ふ
、
詩
維
の
注
織
に
於
て
は
、
毛
、
鄭
が
最
も
古
い
。
鄭
志
答
張
逸
に
い
ふ
、
詩
に
注
す
る
倣
っ
て
は

耳

」

ザ

』

町

ｌ
ｂ
０
．
，
１
１
１
１
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｒ
０
■
■
０
１

iイ

１
１
－
１1

L



主
と
し
て
毛
を
宗
と
し
、
毛
義
隠
略
な
る
と
き
は
、
更
に
之
を
表
明
せ
り
と
。
す
な
は
ち
鄭
玄
の
大
旨
は
も
と
よ
り
毛
傳
を
明
に
す
る
に

在
り
、
そ
の
美
に
於
て
往
々
經
文
を
他
の
文
字
に
談
み
か
へ
て
論
明
し
て
ゐ
る
が
、
蜜
は
必
し
も
毛
徳
を
改
め
た
課
で
は
な
い
。
し
か
る

〃

に
唐
の
正
義
に
は
、
誤
っ
て
之
を
毛
鄭
異
義
と
兄
倣
し
て
ゐ
る
。
又
同
じ
く
張
逸
に
答
へ
て
、
も
し
毛
伸
に
謎
同
し
得
ぬ
も
の
が
あ
れ
ば

、
そ
の
畔
は
自
分
の
意
を
下
し
た
と
い
ふ
。
し
か
る
に
正
義
に
は
又
そ
こ
を
誤
っ
て
、
し
ひ
て
仰
鍵
を
合
せ
て
川
一
の
考
の
ご
と
く
兄
倣

↓
し
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。
今
そ
の
雨
者
の
同
一
の
鮎
や
異
る
鮎
を
疏
通
雄
明
す
る
が
故
に
、
仲
斐
通
耀
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。
叉
言
家

詩
と
毛
詩
と
は
、
各
家
法
が
あ
る
も
、
疵
は
異
流
同
源
の
も
の
、
凡
そ
三
家
の
迩
縦
に
し
て
、
偲
塞
と
和
繊
す
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
、
夫

々
瞬
く
引
碓
し
、
是
非
を
判
っ
て
本
来
の
一
致
に
蹄
せ
し
め
た
。
今
此
蒋
に
於
て
は
先
づ
毛
鄭
の
碗
を
前
に
列
ね
、
次
に
府
宋
元
明
の
諸

儒
及
図
初
以
来
各
經
學
者
の
説
の
、
洩
儒
に
較
べ
て
勝
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
袴
采
取
し
て
、
門
戸
の
兄
を
打
破
し
や
う
と
し
た
。
考
磁

の
騏
は
ま
づ
何
よ
り
も
経
を
以
て
經
を
維
し
、
疵
澄
を
以
て
反
進
を
求
め
る
に
在
る
。
從
っ
て
證
を
取
る
所
が
人
と
腱
ば
側
じ
に
な
る
上

か
ら
は
、
そ
の
結
論
も
叉
人
と
は
か
ら
す
し
て
一
致
す
る
こ
と
も
止
む
を
得
・
な
い
。
ｎ
分
が
以
前
こ
の
詩
經
を
研
究
し
て
ゐ
た
際
、
郡
蘭

呆
、
胡
鵬
莊
と
互
に
意
見
が
一
致
す
る
所
が
あ
っ
た
。
そ
の
説
謀
ら
ず
し
て
合
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
之
は
瓦
に
人
の
枕
を

襲
っ
て
我
説
と
し
た
も
の
で
は
な
い
、
云
宅
α
清
朝
漢
隼
肴
が
師
法
を
守
る
こ
と
を
第
一
と
し
、
ひ
た
す
ら
洩
皐
を
主
と
し
た
の
に
對
し
、

彼
が
宋
元
明
の
躍
背
の
諭
を
も
と
り
入
れ
て
、
特
に
門
戸
の
見
を
聞
く
と
云
っ
て
ゐ
る
の
は
、
や
は
り
彼
が
桐
城
の
人
で
あ
る
關
係
も
一

応
老
へ
ら
れ
や
う
か
。

こ
ｋ
に
彼
と
胡
承
玖
と
の
關
係
を
知
る
に
は
、
彼
の
譜
い
た
胡
承
玖
の
毛
詩
後
美
応
を
兇
る
に
如
く
は
な
い
。
曰
く
、
「
毛
詩
後
菱
三
十

巻
、
余
が
何
年
の
友
胡
棚
察
墨
弥
の
祥
。
躍
莊
は
枕
沈
靜
に
し
て
階
欲
少
く
、
渦
０
蒋
述
に
の
み
耽
る
。
凡
ゆ
る
經
典
に
亙
っ
て
通
ぜ
ざ

陳
、
碩
市
仰
五
三
（
三
五
○
三
）
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る
な
く
、
こ
と
に
毛
誹
が
そ
の
導
門
で
且
つ
箱
し
か
っ
た
。
以
前
、
余
と
共
に
京
帥
に
仕
官
し
、
余
も
亦
好
ん
で
毛
禰
を
研
究
し
、
朝
夕

往
来
し
て
、
心
に
得
る
所
あ
れ
ば
、
互
に
質
問
し
、
往
々
期
せ
ず
し
て
一
致
し
た
こ
と
も
あ
る
。
思
ふ
に
毛
詩
は
詞
義
簡
奥
，
濾
畢
の
た
や

す
く
推
測
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
唐
人
が
正
錠
峠
と
作
る
に
髄
っ
て
、
腿
ぱ
魏
の
王
航
の
碗
を
引
川
し
て
、
毛
傳
の
意
義
を
波
僻
す
る
も
の

と
云
ひ
つ
Ｌ
蜜
は
毛
氏
の
趣
旨
を
誤
っ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。
鄭
玄
が
詩
の
鍵
を
作
る
に
倣
っ
て
は
、
毛
偲
を
主
と
し
て
、
毛
傳
の
意
味
の

明
か
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
は
、
或
は
經
文
の
迩
价
さ
れ
た
る
文
字
の
正
字
蓮
出
し
、
或
は
秀
訓
を
川
へ
て
之
を
疏
通
證
明
し
、
そ
れ
ら
は
皆
毛
氏

の
説
を
易
へ
た
の
で
は
な
い
。
然
る
に
正
義
で
は
、
毛
徳
に
於
て
詩
の
文
字
を
他
字
に
敏
み
か
へ
て
解
蝉
す
る
所
謂
破
宇
の
例
な
し
と
い

ふ
老
に
拘
泥
し
て
）
、
・
菱
が
特
に
毛
傅
を
明
に
せ
る
所
を
以
て
、
却
つ
●
て
毛
体
の
意
義
を
改
め
た
も
の
と
兄
微
し
て
ゐ
る
。
叉
鄭
玄
は
初
め

張
恭
組
に
從
っ
て
韓
諭
を
授
か
り
、
兼
ね
て
齊
詩
秤
詩
に
も
通
じ
、
そ
の
老
に
往
凌
毛
詩
と
は
説
を
異
に
す
る
も
の
も
あ
り
、
之
ら
は
三

家
詳
説
に
も
と
づ
い
て
、
之
に
己
が
意
を
参
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
正
義
で
は
、
叉
誤
っ
て
、
毛
傳
と
鄭
斐
と
を
Ｍ
一
に
兇
倣
し

て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。
余
は
鑛
莊
と
共
に
此
鮎
に
意
を
注
い
だ
。
凡
そ
媛
搬
す
る
所
、
論
文
、
字
林
、
玉
縮
、
康
韻
、
及
經
傳
子
史
に
引

用
せ
る
詩
の
文
句
、
叉
近
人
の
詩
を
説
く
も
の
悪
氏
の
詩
説
、
古
義
、
陳
氏
の
稽
古
筋
、
段
氏
の
詩
小
畢
、
玩
氏
の
校
勘
記
、
王
氏
の
經

義
述
聞
、
孔
氏
の
詩
義
厄
言
、
李
氏
の
毛
詩
紬
義
等
、
出
来
る
だ
け
は
淡
く
参
照
引
川
し
た
。
か
く
て
我
等
は
そ
の
考
も
同
じ
く
、
方
法

も
同
じ
く
、
援
引
す
る
所
も
同
じ
く
、
從
っ
て
そ
の
説
が
期
せ
ず
し
て
一
致
せ
し
も
の
あ
る
も
亦
當
然
で
あ
ら
う
。
故
に
余
の
註
す
る
所

は
毛
詩
傅
菱
迦
輝
と
名
づ
け
、
墨
莊
は
そ
の
群
書
に
毛
詩
後
蕊
と
名
づ
け
、
名
は
異
る
も
そ
の
変
は
同
じ
で
あ
る
。
今
鍜
疵
巳
に
古
人
と

『

な
り
、
嗣
溶
仲
池
、
そ
の
書
今
ぞ
持
し
て
余
に
序
を
講
は
る
。
余
受
け
て
之
を
液
む
に
、
そ
の
濟
毛
氏
の
義
を
申
述
す
る
を
主
と
し
、
注
疏

の
外
に
、
唐
宋
元
の
諸
學
者
の
説
に
於
て
も
、
毛
体
と
相
照
ら
し
て
明
に
す
る
に
足
る
も
の
は
灰
く
引
徴
せ
ざ
る
は
な
く
、
名
物
訓
話
、

|’

’

|
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及
毛
詩
と
三
家
詩
と
の
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
、
類
ね
剖
析
精
微
．
折
衷
至
徹
、
余
の
論
と
大
略
同
じ
で
あ
る
。
而
も
微
引
す
る
所
、
余

／

よ
り
も
博
く
、
余
が
多
年
疑
を
抱
き
つ
上
尚
解
決
の
端
緒
を
得
ぬ
も
の
に
し
て
、
此
諜
を
誠
め
ば
、
さ
乍
ら
盲
の
目
を
鮒
か
る
ｋ
思
の
す

る
も
の
も
あ
る
。
亦
余
の
説
と
互
に
意
見
を
異
に
す
る
も
、
而
も
そ
の
説
逓
共
に
存
し
て
、
。
後
人
の
論
定
を
待
ち
た
い
も
の
も
あ
る
。
班

莊
は
昔
余
と
約
し
、
書
成
る
暁
は
、
工
に
序
を
脇
ら
う
と
い
っ
た
。
今
余
の
沓
も
略
完
成
し
、
序
を
坐
莊
に
求
め
ん
と
す
る
も
今
や
そ
の
人

な
し
。
且
つ
鍜
莊
の
此
稗
は
蜜
に
よ
く
毛
排
を
集
大
成
し
、
異
同
を
批
判
し
、
内
畿
を
辨
別
せ
る
も
の
、
余
既
に
そ
の
説
の
結
核
に
し

て
、
世
に
あ
ら
は
す
べ
き
者
百
数
十
條
を
筋
し
、
余
が
評
に
袖
入
し
て
、
わ
が
傭
き
敬
服
の
心
を
示
さ
う
と
思
ふ
（
逆
光
十
叫
年
）

之
に
よ
っ
て
馬
瑞
辰
と
胡
承
瑛
と
の
關
係
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
来
、
叉
馬
氏
の
番
に
腿
ば
胡
氏
の
論
を
引
川
し
て
ゐ
る
次
郎
が
明
に

な
ら
う
。
胡
氏
の
卒
し
た
の
は
迺
光
十
二
年
、
陳
典
が
そ
の
遺
書
の
校
雛
に
當
つ
た
の
が
道
光
十
四
年
、
馬
瑞
灰
の
こ
の
序
が
同
じ
く
道

光
十
叫
年
。
そ
し
て
陳
典
が
毛
詩
後
釜
の
序
に
同
押
刊
行
の
顛
末
を
記
し
た
の
が
逆
光
十
七
年
で
あ
る
。
馬
瑞
辰
の
傳
茎
迩
粋
は
道
光
十

ｐ

五
年
に
は
刊
行
さ
れ
た
。
馬
瑞
辰
は
こ
の
ほ
か
藥
邑
月
令
章
句
二
巻
が
あ
る
。
・

道
光
三
十
年
洪
秀
全
兵
を
起
し
、
之
よ
り
十
数
年
に
亘
っ
て
太
平
天
閣
の
剛
は
江
蘇
湖
江
安
微
そ
の
他
を
荒
し
ま
わ
り
、
中
國
の
中
心

た
る
可
き
地
方
の
文
化
を
徹
底
的
に
破
壊
し
た
。
成
豊
三
年
、
賊
は
杼
城
に
入
り
、
厭
州
を
陥
れ
、
途
に
棡
城
に
及
ん
だ
。
こ
の
時
馬
瑞

辰
の
伸
子
馬
屋
鵬
は
拝
せ
ら
れ
、
季
子
馬
三
俊
は
義
勇
軍
を
組
織
し
て
賊
を
禦
い
だ
。
馬
瑞
辰
は
子
孫
に
泰
ぜ
ら
れ
て
隣
家
漣
に
身
を
避

け
た
が
、
数
日
の
後
賊
は
途
に
此
府
家
織
を
も
川
ん
だ
。
こ
の
時
、
人
之
が
驚
き
慌
て
上
逃
れ
る
中
に
、
一
老
錆
そ
の
居
に
止
っ
て
州
坐

●

す
る
も
の
あ
り
、
賊
が
そ
の
姓
名
を
間
ふ
と
、
‐
大
言
し
て
「
汗
は
前
の
翰
林
院
庶
吉
士
工
部
都
水
司
員
外
郎
馬
端
辰
也
」
と
一
エ
つ
た
。
賊

は
降
服
を
す
上
め
た
が
も
と
よ
り
頑
と
し
て
聞
か
ず
、
否
、
群
れ
剛
思
を
受
け
、
宿
を
罷
め
て
郷
居
す
る
こ
と
数
十
年
、
一
と
し
て
剛
に

陳
碩
傳
市
五
五
（
三
流
○
五
）
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報
ゆ
る
所
も
な
い
。
今
乱
を
聞
い
て
、
二
人
の
我
子
に
義
兵
を
畢
げ
さ
せ
た
。
子
孫
の
粁
共
が
俺
を
弧
ひ
て
こ
Ｌ
に
身
を
避
け
さ
せ
た
が
、

０

今
や
城
は
陥
り
、
純
子
は
之
に
死
し
、
少
子
は
駆
播
に
投
じ
去
っ
た
。
帆
こ
そ
多
い
。
何
條
降
服
す
る
も
の
か
・
降
ら
ね
ば
必
ず
殺
す
ぞ
。

よ
し
殺
せ
。
術
も
降
服
を
す
上
め
る
と
大
い
に
怒
っ
て
、
汝
ら
は
賊
を
主
人
と
仰
い
で
ゐ
る
が
、
俺
に
は
俺
の
主
飛
が
荘
は
す
の
だ
と
大

い
に
脇
つ
た
。

賊
卒
は
彼
を
引
き
出
し
、
そ
の
室
を
焼
き
桃
つ
た
。
馬
瑞
辰
は
脇
る
こ
と
愈
壁
閥
し
く
、
一
里
を
処
か
れ
て
尚
そ
の
雛
を
や
め
ず
、
途

に
逝
傍
に
殺
さ
れ
た
と
い
ふ
・
之
は
方
宗
誠
が
、
趙
足
市
と
い
魁
ご
庇
賊
中
に
陥
っ
て
ゐ
た
も
の
か
ら
賊
の
仲
間
の
噸
さ
を
聞
い
て
態
動
し

て
記
し
た
文
章
で
、
賊
も
亦
こ
の
義
人
を
見
て
従
晩
し
た
と
い
ふ
。
（
方
宗
誠
胴
元
佃
先
生
死
事
。
馬
徴
飛
遺
集
。
縦
碑
仲
集
。
）
こ
の
時

「
『

賊
の
矯
め
に
死
ん
だ
馬
氏
の
一
族
は
、
馬
瑞
灰
、
そ
の
子
賜
晶
峨
、
そ
の
孫
賜
壷
漉
等
塊
女
大
小
十
一
名
。
馬
瑞
辰
の
季
子
馬
三
俊
も
、

義
兵
を
起
し
て
父
の
仇
と
戦
っ
て
屡
ば
之
を
く
る
し
め
た
が
、
翌
四
年
六
月
遂
に
戦
死
し
た
。
朝
廷
に
於
て
は
こ
の
父
子
の
忠
義
を
邸

み
、
特
に
そ
の
た
め
に
祠
を
建
立
し
て
忠
魂
を
慰
め
た
。
大
概
桐
城
派
の
學
間
文
章
と
い
ふ
も
の
、
穀
界
様
変
乍
ら
、
や
は
り
そ
の
大
義

名
分
を
亜
ん
ず
る
氣
分
が
此
地
に
僻
２
」
、
案
言
で
は
な
く
、
こ
上
に
生
れ
た
賜
瑞
辰
に
も
そ
の
精
祁
が
發
揮
さ
れ
た
と
も
兄
ら
れ
や
う

か
。
馬
瑞
辰
は
卒
時
年
七
十
二
。
そ
の
毛
詩
体
葵
迦
樺
が
川
来
上
っ
た
の
は
彼
が
江
十
川
才
の
時
で
あ
っ
た
。
子
三
俊
、
単
は
程
朱
を
糸

と
し
、
娘
ね
て
陸
王
の
旨
を
取
る
と
い
は
れ
た
。
三
俊
の
迩
将
に
馬
徴
満
迩
集
あ
り
、
進
一
添
乗
が
序
を
書
き
、
友
人
方
ボ
誠
（
方
來
樹
の

色
■
ロ
ｑ

從
弟
）
が
賜
微
君
傳
そ
の
他
彼
の
通
事
を
神
き
加
へ
て
ゐ
る
。
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さ
て
話
は
呼
び
陳
爽
に
戻
る
。
陳
典
は
胡
承
瑛
の
迩
害
の
校
驍
を
畢
へ
て
叉
西
湖
の
水
北
櫻
に
戻
っ
た
が
、
或
日
汪
小
米
（
連
係
）
は

陳
爽
に
云
っ
た
。
近
代
の
人
だ
が
毛
詩
を
消
め
る
に
は
必
ず
同
時
に
鄭
簔
を
兼
ね
て
説
墜
」
ゐ
る
。
専
ら
毛
徳
を
主
と
し
て
論
く
こ
と
は

ぜ
ひ
油
に
俟
た
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
大
毛
公
の
体
の
鰯
め
に
純
粋
な
疏
を
作
っ
て
は
如
何
。
叉
陳
典
は
木
來
身
慨
も
弧
壯
で
は
無
か
っ

た
の
で
、
小
米
は
い
ふ
、
吾
等
の
糀
力
は
到
底
古
人
に
及
ば
ず
。
も
し
中
途
で
た
ほ
れ
る
や
う
な
こ
と
も
な
い
と
は
云
へ
す
、
ま
た
そ
の
・

代
事
を
氷
け
つ
ぐ
可
き
子
孫
も
無
か
っ
た
と
し
た
ら
、
早
く
今
の
中
に
す
る
だ
け
の
事
を
し
て
を
い
た
方
が
い
上
と
。
陳
典
は
先
に
胡
氏

、
一

の
迩
抄
を
校
離
し
て
感
ず
る
所
あ
り
、
今
又
こ
上
に
汪
氏
の
言
葉
を
聞
い
て
、
途
に
意
を
決
し
て
、
從
來
作
っ
て
ゐ
た
毛
偲
の
義
類
を
改

ノ
，
｜

め
て
、
と
上
に
毛
詩
の
全
般
に
亙
っ
て
、
詩
毛
氏
傳
疏
の
作
成
に
か
入
っ
た
。
時
に
道
光
十
五
年
乙
未
の
年
で
あ
る
。
（
汪
氏
剛
諦
校
註

二
菰
の
序
）
汪
小
米
も
亦
阿
諦
の
研
究
に
専
心
し
、
共
に
切
溌
の
功
を
は
げ
ん
だ
が
、
翌
十
六
年
丙
申
の
四
月
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
病

つ
た
汪
氏
は
、
次
鋪
に
重
く
、
疾
焼
き
に
及
ん
で
も
術
註
樺
を
つ
回
け
て
岨
勉
巳
む
こ
と
な
か
っ
た
が
、
五
月
の
初
め
、
忽
漉
と
し
て
こ

の
世
を
去
っ
た
。
年
僅
か
に
四
十
三
。
卒
す
る
の
Ⅱ
、
弟
汪
迺
孫
は
、
そ
の
兄
の
迩
愁
を
陳
ね
て
陳
典
に
校
離
の
任
に
微
ら
む
こ
と
を
論

ふ
た
。
陳
典
は
死
せ
る
朋
友
の
爲
め
喜
ん
で
そ
安
耐
を
承
緋
し
た
。
典
自
ら
も
亦
仰
疏
の
仕
那
を
綾
け
つ
Ｌ
、
。
か
く
て
寒
糾
少
し
く
も
Ⅲ

な
く
．
敬
年
を
經
た
。
遁
孫
は
兄
の
像
を
唯
壁
の
間
に
か
け
．
陳
典
は
之
に
句
を
題
し
た
。
君
去
更
維
知
己
友
。
我
詔
Ｈ
談
未
刊
神
。
蓋

し
そ
の
宙
を
記
せ
し
な
り
と
い
っ
て
ゐ
る
。
逝
光
二
十
年
庚
子
傳
疏
の
業
も
成
り
、
迩
孫
は
之
が
刊
行
を
計
っ
て
、
四
川
六
日
縛
疏
の
刊

刻
は
始
め
ら
れ
た
。
し
か
る
に
、
二
十
三
年
癸
卯
十
川
、
遁
孫
が
叉
病
を
得
て
急
逝
し
た
。
兄
の
小
米
に
た
回
一
子
あ
り
、
こ
の
時
年
二

十
ｏ
沈
靜
神
を
好
み
、
典
亦
之
に
論
押
切
要
の
法
を
教
へ
た
が
、
不
幸
は
こ
の
一
家
に
更
に
重
な
っ
て
、
翌
二
十
川
年
．
之
亦
死
ん
で
了

っ
た
。
こ
の
州
の
事
附
は
倒
語
校
注
の
序
に
、
陳
典
が
悲
蛎
な
縦
を
以
て
誌
し
て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
な
こ
と
の
爲
め
か
、
偉
疏
の
刊
刻
は
・

陳
碩
市
傳
流
七
Ｑ
一
五
○
七
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さ
て
陳
典
の
詩
毛
氏
傳
疏
に
つ
い
て
語
る
時
が
来
た
。
此
の
拝
は
そ
の
名
の
示
す
が
如
く
、
詩
の
毛
傳
の
疏
で
あ
る
、
と
い
ふ
立
場
を

固
く
守
っ
た
も
の
で
あ
る
。
救
録
に
い
ふ
。

卜
子
子
又
、
親
し
く
業
を
孔
子
の
門
に
受
け
、
詩
人
の
本
志
を
鰹
括
し
て
三
百
十
一
縮
の
爲
め
に
序
を
作
っ
た
。
評
狸
諦
昨
帷
排
Ｐ
注
蛎
、

誕
奄
数
伸
し
て
六
岡
の
時
に
至
り
、
科
人
毛
公
、
序
に
依
っ
て
仲
を
作
る
。
そ
の
序
の
意
尚
識
さ
ぬ
者
は
傳
も
て
之
を
補
綴
し
、

Ｒ

話
訓
に
於
て
特
に
詳
し
か
っ
た
。
之
を
超
人
小
毛
公
に
授
け
た
。
。
：
…
齊
魯
韓
の
三
家
も
孔
門
七
十
子
の
徒
に
出
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
孔
子
残
き
あ
と
、
微
言
は
己
に
絶
え
、
道
は
さ
ま
＃
、
に
分
れ
て
異
端
の
説
は
一
時
に
起
っ
た
の
で
あ
る
。
或
は
又
詩
を
借
り
て

時
君
を
調
諌
し
、
も
と
刺
詩
で
も
な
い
も
の
を
以
て
刺
詩
と
な
し
、
詩
人
本
来
の
志
と
逹
つ
た
。
か
Ｌ
る
が
故
に
齊
科
緯
の
三
家
詩
は

腰
す
可
き
も
、
毛
詩
は
決
し
て
陵
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
齊
魯
韓
三
家
の
詩
識
す
ら
、
毛
詩
と
抗
衡
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
の
を
、
ま
し

て
そ
れ
以
後
の
詩
説
に
於
て
を
や
。
：
…
・
鄭
玄
は
漢
の
末
に
生
き
、
初
め
東
郡
の
張
師
に
從
っ
て
韓
詩
を
學
ぴ
、
後
に
毛
詩
の
義
の
よ

り
精
な
る
老
見
て
、
好
ん
で
之
に
韮
を
作
っ
た
が
、
而
も
亦
間
々
魯
詩
の
説
を
雑
へ
、
併
せ
て
己
が
意
を
之
に
参
へ
た
。
さ
れ
ば
Ⅲ
よ

り
彼
が
韮
の
趣
旨
は
、
識
く
は
毛
傳
の
義
と
同
じ
で
は
な
い
。
魏
評
の
時
代
に
な
っ
て
、
郡
玄
の
巣
は
既
に
淡
く
行
は
れ
た
が
、
王
漱

は
鄭
玄
を
嫌
っ
て
つ
と
め
て
毛
傳
を
申
べ
て
鄭
玄
を
難
じ
た
が
、
而
も
結
局
毛
傳
の
糒
微
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
店
の
貞
棚
年

間
、
孔
頴
逹
が
正
義
を
作
り
、
傳
塞
を
併
せ
て
疏
を
升
い
た
の
で
、
之
か
ら
毛
鄭
剛
家
が
合
さ
っ
て
一
家
の
評
と
な
っ
て
了
っ
た
。
近

＆

丈
學
研
究
錐
二
十
九
戦

二
十
七
年
丁
未
八
月
七
日
に
至
っ
て
始
め
て
完
成
し
た
。
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■
一

代
詩
を
説
く
も
の
、
皆
毛
鄭
雨
家
を
併
せ
番
ひ
、
時
代
の
前
後
を
分
た
ず
。
峠
蔀
癖
嬬
癖
惣
硫
蔀
唾
画
謝
郵
碓
一
家
を
専
修
す
る
こ
と
を

尚
ぱ
ず
◎
鄭
玄
の
韮
を
作
っ
た
趣
旨
を
審
に
せ
す
、
又
毛
傳
が
語
簡
に
し
て
意
深
く
、
容
易
に
之
を
理
解
し
切
れ
ぬ
の
に
苦
し
ん
で
、

何
れ
も
正
し
い
解
輝
を
な
し
得
ず
、
今
に
至
る
ま
で
観
る
可
き
も
の
な
く
、
二
千
年
来
、
毛
傅
は
あ
れ
ど
も
亡
き
が
如
き
有
様
で
あ

デ
Ｃ
Ｏ
一
エ
糞
Ｏ

彼
は
詩
序
を
子
夏
の
作
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
敢
て
疑
を
挾
ま
水
、
叉
大
毛
公
が
六
閲
の
人
で
あ
っ
て
子
夏
の
序
に
よ
っ
て
傳
を
作
り
、

序
に
於
て
そ
の
意
を
諾
さ
い
も
の
あ
れ
ば
之
を
博
に
袖
ひ
、
こ
と
に
話
訓
を
詳
に
し
た
も
の
で
あ
る
故
に
、
序
と
毛
傳
と
を
以
て
扱
も
古
義

に
近
い
も
の
と
す
る
立
場
を
固
く
執
っ
た
。
鄭
玄
の
鍵
は
三
家
詩
の
論
を
雑
へ
、
叉
己
れ
の
意
を
参
へ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
決
し
て
毛

傳
と
一
つ
に
し
て
老
ふ
可
き
も
の
で
な
い
と
の
理
山
で
、
韮
を
全
然
切
り
離
し
て
、
毛
傳
の
み
の
疏
今
ぞ
作
っ
た
の
で
あ
る
。
乃
で
今
詩
を

解
く
に
、
西
淡
以
前
の
読
を
用
ひ
て
、
東
洩
の
人
の
詩
を
説
く
も
の
を
不
用
意
に
川
ひ
す
、
た
ぜ
毛
氏
の
學
は
そ
の
源
は
布
子
に
出
で
、

で

後
に
よ
く
毛
氏
を
承
く
る
者
は
鄭
仲
師
、
許
叔
璽
の
雨
家
で
あ
る
と
し
て
、
鄭
衆
の
川
脚
注
、
許
愼
の
説
文
解
宇
に
は
説
を
取
る
川
が
多

か
っ
た
。
こ
の
雨
者
は
陳
典
が
平
生
好
ん
で
弟
子
に
教
授
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
或
は
引
申
，
或
は
假
借
、
或
は
互
訓
、
或
は

迩
樺
、
或
は
文
上
下
に
生
じ
て
客
な
く
、
或
は
跡
、
順
逆
を
川
ひ
て
達
は
ざ
る
」
を
明
に
し
、
要
は
吟
詠
附
性
詩
人
の
本
志
に
合
す
る

有
ら
む
こ
と
を
求
め
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
↑
、

弟
子
張
星
鑑
の
記
す
所
に
よ
れ
ば
、
典
は
嘗
っ
て
一
エ
つ
た
。
凡
そ
學
川
を
す
る
に
は
西
淡
か
ら
入
る
可
き
も
の
で
、
東
淡
の
人
は
、
名
物

家
数
を
言
っ
て
粘
確
で
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
し
か
も
そ
れ
は
む
し
ろ
意
有
っ
て
經
を
説
い
て
ゐ
る
の
で
、
西
淡
の
人
の
無
意
に
流
鱗
せ
る

二
一
の
語
は
、
來
淡
の
人
の
千
百
言
に
勝
っ
て
ゐ
る
、
云
凌
。
叉
戴
望
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
０
經
典
を
説
く
に
は
師
法
莅
守
る
こ
と

陳
砿
巾
博
五
九
ｇ
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丈
學
研
究
錐
二
十
九
戦
六
○
舎
孟
一
○
〕

が
大
切
で
あ
る
。
‐
一
家
を
守
ら
余
や
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
出
入
秀
雑
す
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
道
の
賊
と
い
ふ
可
き
だ
。
魏
蕃
こ
の
か
た
‘

晒
儒
た
ち
は
大
概
自
分
で
は
集
大
成
だ
と
孵
し
て
色
交
探
り
あ
つ
め
づ
上
、
而
も
經
の
本
旨
を
坊
桃
し
得
ぬ
も
の
多
く
、
之
ら
は
奴
艸
の

、
智
に
も
及
ば
ぬ
も
の
だ
と
。

上
に
も
明
か
な
ど
と
く
、
陳
典
は
詩
序
を
信
じ
、
毛
悔
は
、
序
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
般
古
の
排
の
註
燦
と
し
て
尚
ん
だ
の
で
あ
る
。
「
故

に
締
を
戒
ん
で
序
を
碗
ま
ね
ば
、
そ
れ
は
本
の
な
い
躍
間
で
あ
る
。
叉
緋
と
序
を
波
み
つ
Ｌ
、
毛
伸
を
減
ま
い
ば
そ
れ
は
守
り
を
失
っ
た

學
間
で
あ
る
」
。
‐

か
く
五
へ
ぱ
今
毛
織
を
誠
ん
で
、
序
と
仰
と
の
一
致
せ
ぬ
如
き
簡
所
が
少
か
ら
歩
あ
る
事
は
誰
し
も
氣
付
く
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
ら

は
彼
は
如
何
に
扱
っ
た
ら
う
か
。
一
例
を
と
れ
ば
小
溌
箙
の
序
に
い
ふ
。
「
小
星
。
悪
及
下
也
。
夫
人
無
妬
忌
之
行
。
悪
及
賤
妾
。
進
御

於
君
。
知
北
〈
命
有
置
賎
。
能
誰
北
〈
心
（
此
誹
叫
蕊
鍛
枢
畦
卦
呼
“
曄
欧
密
奉
函
鰊
韮
華
壁
趣
峠
雑
桂
遜
畔
牽
注
韮
唖
在
確
搾
評
唾
識
泌
錐
郵
や
恥
錘
郵

或
榊
峰
で
幟
弐
泌
沁
睦
）
と
あ
る
。
此
諦
の
文
句
に
「
蛮
命
不
同
」
と
あ
る
に
よ
る
。
が
こ
の
識
は
二
蒙
詩
の
方
で
は
、
卑
官
奉
使
の
意
に

解
し
、
（
韓
赫
外
徳
、
易
林
）
卑
し
い
身
分
の
も
の
が
速
く
使
に
出
て
勢
苦
し
、
「
蜜
に
命
脚
じ
か
ら
す
」
と
嘆
く
も
の
と
解
樺
さ
れ
て
ゐ

る
。
鄭
玄
は
序
に
よ
っ
て
識
に
菱
し
た
か
ら
、
此
れ
を
、
賎
妾
が
、
夜
、
衾
と
洲
と
を
抱
い
て
君
側
に
池
ふ
詩
と
解
擁
し
た
。
し
か
る
に

此
の
詩
の
毛
傅
に
は
何
と
あ
る
か
と
い
ふ
と
、
「
或
早
或
夜
、
不
得
同
於
列
位
也
」
と
し
て
ゐ
る
の
で
，
列
位
と
い
ふ
言
ひ
方
か
ら
考
へ

て
も
む
し
ろ
三
家
の
碗
の
や
う
に
、
卑
い
身
分
の
官
人
が
、
帆
に
あ
る
列
位
と
命
を
同
う
せ
ず
と
の
意
味
に
毛
傳
も
解
し
て
ゐ
る
も
の
と

見
た
方
が
順
當
か
と
恩
は
れ
る
。
け
れ
ど
序
を
子
夏
の
作
と
し
て
信
じ
、
そ
の
序
に
賎
妾
云
凌
と
あ
り
、
徳
は
全
く
こ
の
序
に
よ
っ
た
も

の
と
き
め
た
陳
典
は
こ
の
列
位
を
以
て
賎
妾
に
對
す
る
黄
妾
の
こ
と
と
し
、
又
傳
に
小
星
と
は
「
衆
無
名
群
」
と
云
っ
て
ゐ
る
の
を
即
ち

寺
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序
の
賎
妾
の
意
味
に
解
し
て
、
こ
の
毛
傳
と
序
と
を
一
致
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

傳
塞
異
同
の
場
合
、
陳
典
が
専
ら
毛
傳
に
從
ふ
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
が
、
そ
の
興
味
あ
る
一
つ
は
生
民
の
詩
の
履
帝
武
敏
識
で
こ
の

句
の
意
味
を
毛
傳
に
よ
れ
ば
、
要
源
と
い
ふ
女
性
が
、
帝
馨
に
配
し
、
帝
に
從
っ
て
郊
榔
を
肥
り
、
そ
の
態
度
が
っ
上
し
み
ぶ
か
か
っ
た

の
に
よ
っ
て
、
肺
に
そ
の
誠
意
を
蕊
け
ら
れ
て
、
子
供
を
授
る
、
と
い
ふ
事
に
な
る
。
鄭
髭
に
よ
れ
ば
之
が
感
生
説
活
の
一
つ
と
な
り
、

美
姫
が
帝
（
上
帝
）
の
栂
の
あ
と
を
賎
ん
で
、
心
侭
に
感
じ
て
后
穣
を
生
む
と
い
ふ
話
に
な
る
。
爾
雅
繰
訓
、
楚
餅
、
史
記
、
列
女
体
、

奪
秋
繁
畷
、
虎
迩
、
三
家
詩
論
、
袴
と
の
後
者
の
樋
で
あ
る
．
（
之
は
玄
馬
の
排
を
鄭
玄
は
卵
を
呑
ん
で
契
を
生
む
感
生
諭
話
と
す
る

も
、
毛
仰
に
は
只
玄
烏
至
る
の
日
郊
謀
を
祀
っ
て
契
を
生
む
こ
と
Ｌ
せ
る
に
同
じ
）

胡
承
洪
は
毛
を
主
と
し
、
十
中
八
九
迄
は
毛
傳
に
よ
り
、
但
文
意
の
順
な
る
こ
と
を
求
め
る
立
場
か
ら
、
之
に
つ
い
て
も
矢
張
り
毛
傅

を
と
り
、
經
文
及
傳
の
言
ふ
所
は
そ
の
ま
土
で
至
っ
て
平
易
な
こ
と
で
あ
り
、
糊
時
姜
蝉
が
祀
っ
て
蹄
り
、
先
づ
心
動
き
、
そ
の
後
懐
施

し
た
の
で
恐
れ
て
棄
て
典
吉
凶
を
試
し
た
の
で
、
古
、
人
怖
淳
撲
の
時
代
に
は
有
る
可
き
こ
と
、
そ
れ
を
徒
に
後
人
の
穿
盤
侭
な
る
怪
し

き
間
識
の
識
に
は
從
ふ
可
き
で
な
い
、
と
云
っ
た
。

賜
珊
辰
は
経
文
及
川
職
に
合
せ
て
考
へ
、
帝
は
や
は
り
悶
窟
の
瀞
の
上
帝
是
依
の
上
帝
で
あ
り
、
敏
と
栂
と
は
墜
雛
、
同
じ
く
明
母
、

仮
借
辿
川
す
べ
く
、
こ
の
説
は
爾
雅
樺
訓
そ
の
他
相
傳
へ
て
久
し
い
も
の
で
あ
る
と
、
古
來
跡
を
ふ
ん
で
子
を
生
む
説
話
、
卯
を
呑
ん
で

子
を
生
む
詑
話
を
数
へ
學
げ
、
山
來
久
し
い
老
と
し
て
鄭
斐
に
從
っ
て
ゐ
る
。
但
し
馬
氏
の
税
は
敵
の
字
を
析
に
液
み
、
心
析
然
と
し
て

之
を
践
む
意
味
の
倒
文
と
兄
た
。

陳
典
は
か
う
い
つ
て
ゐ
る
。
爾
雅
に
武
は
通
、
敏
は
栂
と
い
へ
ど
、
こ
の
樺
訓
の
一
箙
は
漢
人
の
坤
益
を
維
た
も
の
な
る
故
、
之
は
淡

1
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人
の
思
想
で
あ
る
と
し
、
始
め
毛
公
が
僻
を
作
る
に
は
未
だ
か
上
る
識
緯
の
説
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
段
も
そ
の
正
を
得
た
り
と
い
ふ
。
．

次
に
胡
承
瑛
の
項
で
梁
げ
た
や
う
に
、
毛
傳
が
順
倣
な
ら
・
ざ
る
場
合
の
例
、
節
南
山
の
弗
躬
弗
親
、
脈
民
不
信
、
そ
の
毛
傳
に
庶
民

之
言
不
可
信
と
あ
る
も
の
、
菱
に
は
、
王
が
政
を
躬
自
ら
親
し
く
せ
ね
ば
、
恩
澤
衆
民
に
信
ぜ
ら
れ
ず
と
あ
り
。
胡
氏
は
た
仲
、
図

語
、
准
南
子
、
読
苑
等
に
此
詩
を
引
川
し
た
場
合
皆
民
が
上
を
信
ぜ
ず
の
意
味
で
あ
り
、
菱
は
之
に
本
づ
き
、
経
文
に
順
な
る
も
の
と
し

て
、
こ
の
場
合
は
毛
停
を
す
て
Ｌ
韮
読
を
採
っ
た
。
然
る
に
昧
爽
は
之
も
毛
傳
の
言
不
可
信
の
四
字
は
、
今
君
子
が
躬
ら
庶
民
を
率
ゐ
／

る
こ
と
が
出
來
狙
ば
、
庶
民
は
上
の
言
に
於
て
肯
て
信
從
せ
ず
の
意
味
で
あ
る
と
し
て
、
蹄
す
る
所
は
釜
の
誠
と
同
じ
で
あ
る
が
、
毛
仰

の
こ
の
四
字
を
特
に
そ
の
や
う
に
辿
談
し
や
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
無
理
は
免
れ
ま
い
。
け
れ
ど
も
個
飽
く
迄
毛
仲
を
生
か
さ
う
と
す
る

、

上
は
、
毛
仰
に
於
て
儲
然
不
合
理
と
見
え
る
も
の
も
、
変
は
誠
み
方
が
悪
く
、
理
解
が
乏
し
い
か
ら
で
あ
る
と
の
行
き
方
を
と
る
の
で
あ

る
。
・か

や
う
な
例
は
い
く
ら
も
翠
げ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
之
ら
を
以
て
も
一
應
陳
典
の
仰
疏
の
方
法
は
察
し
得
や
う
。
こ
の
毛
仲
に
鋤
ま

る
絶
對
的
な
尊
敬
、
そ
れ
は
猫
り
こ
の
人
の
み
な
ら
ず
、
支
那
の
學
考
の
側
に
於
け
る
、
古
き
注
樺
と
い
ふ
も
の
上
椛
威
と
充
分
老
へ
れ

ば
理
解
出
來
氾
。
嘗
っ
て
王
氏
に
見
え
て
、
先
づ
陳
典
の
云
っ
た
こ
と
ば
、
「
大
毛
公
は
六
岡
の
末
に
生
れ
て
詩
仰
を
作
る
、
衿
古
文
に

し
て
東
洩
の
群
僻
と
殊
な
り
。
云
ご
と
云
っ
た
そ
の
心
持
を
以
て
維
始
一
比
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
仲
疏
は
、
毛
詩
の
醤
に
よ
っ
て
三
十
巻
に
分
ち
、
別
に
古
今
の
薪
の
愛
化
を
考
へ
て
毛
詩
普
四
巻
を
作
り
、
又
毛
傳
の
義
の
爾

雅
に
具
は
れ
る
も
の
も
あ
り
、
雨
雅
に
な
き
も
の
も
あ
る
の
で
、
爾
雅
の
総
裁
に
よ
っ
て
毛
詩
傳
義
類
を
編
し
た
。
こ
の
後
者
は
、
嘗
っ

て
胡
培
遜
の
す
上
め
に
よ
っ
て
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。
毛
詩
説
を
作
っ
て
、
或
は
本
字
借
字
同
訓
諭
、
一
義
引
巾
説
、
を
始
め
、
毛
傳

|耳

レ
ー
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
一
胴
■
■
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

’
＄

イ
、

ノ

、



淵
源
通
論
、
毛
偉
と
爾
雅
の
同
異
、
一
一
家
詩
と
毛
沸
な
ど
を
論
じ
、
叉
悔
室
米
廟
の
川
、
文
王
受
命
七
年
表
、
川
公
撫
政
七
年
表
、
衣
服

器
物
岡
な
ど
、
僻
疏
の
文
中
に
於
て
は
明
に
し
難
い
も
の
を
と
っ
て
或
は
條
例
を
あ
げ
、
或
は
側
表
を
謹
い
て
説
明
し
た
。
そ
の
ほ
か
更

に
鄭
玄
の
斐
中
、
三
家
諭
を
川
ひ
て
毛
体
逓
叩
く
或
は
毛
偲
を
改
め
た
と
思
は
れ
る
と
こ
ろ
を
考
へ
て
鄭
氏
菱
老
徴
を
作
っ
た
。

ま
こ
と
に
家
法
を
守
る
と
と
誠
厳
、
畢
生
の
思
力
を
こ
月
に
瀞
華
し
た
作
で
あ
っ
た
。

逝
光
二
十
九
年
（
？
）
雨
江
総
督
陸
建
漉
は
、
陳
典
を
南
京
に
招
竺
し
色
々
替
物
を
校
刊
さ
せ
た
。
之
は
陳
典
に
と
っ
て
は
充
分
意
義
の

あ
る
仕
事
で
あ
っ
た
。
と
い
ふ
の
は
、
そ
の
折
校
刊
し
た
の
は
皆
嘗
っ
て
の
友
人
の
迩
著
で
あ
り
、
久
し
い
間
之
と
世
に
瓢
し
た
く
思
ひ

乍
ら
自
分
に
は
そ
の
餐
力
が
な
か
っ
た
も
の
を
、
こ
の
人
に
す
上
め
て
刊
行
さ
せ
る
機
介
を
得
て
、
と
上
に
朋
友
の
義
を
果
す
こ
と
が
出

来
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
郡
蘭
呆
の
附
雅
正
義
で
あ
っ
た
。
逝
光
二
年
、
典
が
京
師
に
於
て
汪
孟
慈
の
家
に
在
っ
た
頃
．
祁
氏
は
己
れ
の
爾
雅
の
疏

の
原
稲
を
持
っ
て
来
て
、
そ
の
川
十
年
の
苦
心
を
語
っ
た
。
こ
の
人
は
毎
夜
深
交
に
及
ぶ
迄
、
常
に
老
斐
と
香
を
焚
い
て
對
坐
し
、
異
同
得

失
を
考
へ
、
議
論
の
合
は
ぬ
時
は
往
盈
互
に
反
目
す
る
と
い
ふ
や
う
な
課
で
、
車
木
鐡
魚
に
つ
い
元
は
多
く
自
分
の
黄
験
し
た
と
こ
ろ

に
も
と
づ
き
、
只
訓
砧
に
大
切
な
雛
昔
に
つ
い
て
自
分
に
自
信
が
乏
し
い
の
で
、
陳
典
に
そ
の
訂
正
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し

陳
爽
は
徴
時
ま
も
な
く
南
方
に
蹄
ら
う
と
し
て
ゐ
た
の
で
、
そ
の
頼
み
筵
引
き
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
間
も
な
い
道
光
五
年
郡

氏
は
六
十
九
才
を
以
て
死
ん
だ
。
王
念
孫
は
そ
の
陳
稲
に
制
朏
を
加
へ
た
が
、
そ
の
後
二
十
餘
年
、
原
稲
は
聴
交
と
し
て
出
版
の
機
命
も
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な
か
っ
た
。
逝
光
一
下
八
年
陳
典
は
杭
州
で
、
王
念
孫
手
定
の
こ
の
稲
本
に
め
ぐ
り
合
っ
た
。
通
ま
陸
建
臓
に
招
か
れ
て
校
離
に
術
る
こ

と
Ｌ
な
り
、
先
づ
こ
の
原
稲
を
鰯
し
、
王
氏
の
手
定
木
に
よ
っ
て
璽
修
刊
行
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
（
己
凹
二
卜
九
年
陳
典
の
序
。
価
し

こ
の
版
は
足
本
で
は
な
い
。
）

次
は
金
撫
の
求
古
録
泄
説
で
あ
る
。
金
撫
と
の
交
際
の
は
じ
ま
り
は
ま
こ
と
に
興
味
の
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
金
氏
は
嘉
慶
二
十
三
年

優
貢
を
以
て
都
に
入
っ
た
。
陳
典
は
偶
ま
内
城
の
張
氏
の
邸
に
寓
し
て
ゐ
た
が
‐
夜
半
諭
書
の
雄
が
壁
戸
を
洩
れ
る
の
を
附
い
て
、
恐
ら

く
科
緊
に
唯
歩
る
背
の
勉
強
で
あ
ら
う
、
と
思
っ
て
ゐ
る
う
ち
に
、
よ
く
附
い
て
ゐ
る
と
、
朗
々
と
し
て
職
記
を
荊
し
て
ゐ
る
。
翌
朝
衣

・
冠
を
正
し
て
こ
の
人
を
訪
問
す
る
と
、
拒
ん
で
紬
れ
ぬ
。
閥
を
排
し
て
入
る
と
、
彼
の
意
雀
だ
悦
ば
ざ
る
が
如
く
で
あ
る
。
彼
も
亦
と
ら

ら
と
受
験
生
と
思
っ
て
侮
っ
た
ら
し
い
。
陳
典
が
強
ひ
て
そ
の
し
て
ゐ
る
仕
事
を
郡
ね
る
と
、
彼
は
革
稿
を
机
上
に
郷
っ
て
云
っ
た
。

「
此
れ
は
受
嶮
生
の
勉
強
で
は
な
い
」
。
陳
典
は
敬
し
く
之
を
液
み
、
滅
ん
で
「
大
き
－
両
」
（
錘
麺
李
咋
鉢
起
唾
）
に
至
っ
て
．
挫
く
に

語
ら
う
と
す
る
と
、
彼
は
容
を
改
め
て
、
「
さ
て
は
君
も
亦
此
道
を
知
る
人
か
」
と
、
陳
爽
を
座
に
挽
い
て
、
祁
兄
る
こ
と
の
晩
き
を

恨
ん
だ
。
し
か
る
に
姻
凡
な
ら
余
し
て
二
十
川
年
正
月
一
日
．
金
鵬
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
陳
典
は
そ
の
後
と
の
稿
本
と
探
れ
た
が
、
郷

糞
と
し
て
所
在
を
明
に
し
な
か
っ
た
。
胡
承
瑛
の
後
美
の
中
に
、
時
盈
そ
の
説
を
引
川
し
て
ゐ
る
の
を
馬
し
と
っ
て
そ
の
片
鱗
と
し
て
ゐ

た
が
、
後
に
陳
典
が
汪
喚
の
水
北
機
に
ゐ
た
現
、
始
め
て
鵜
の
嗣
子
金
城
が
縣
の
畢
生
で
あ
り
、
先
人
の
藁
を
守
っ
て
ゐ
る
の
を
知
り
、

之
を
綱
し
て
求
古
錐
職
枕
十
二
巻
と
し
た
。
蕊
く
も
な
く
と
の
群
が
又
死
に
、
さ
る
人
が
之
を
持
ち
蹄
っ
て
そ
の
中
一
審
を
見
失
っ
た
。

逝
光
三
十
年
、
陳
典
は
陸
立
夫
に
す
型
め
て
途
に
こ
の
迩
著
を
出
版
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
、
陳
爽
の
記
し
た
趾
に
、
こ
の
一
切
の
顛
末
を

し
る
し
、
途
に
朋
友
の
義
を
果
し
た
こ
と
を
燕
ん
で
ゐ
る
。
求
古
録
慨
説
（
十
充
巻
〕
郷
難
正
義
（
一
巻
）
が
こ
の
時
に
成
り
、
後
滞
祗
蔭
に

’
1

I

ヴ

4

b

け

‐

ｌ

ｊ

判



｜
心

I
／

陳
典
は
睦
氏
の
も
と
で
校
離
に
任
じ
、
年
を
瞼
え
て
蹄
つ
た
。
成
豊
の
初
め
（
楊
睨
の
陳
先
生
述
に
は
元
年
と
あ
り
）
孝
廉
方
正
の
科

に
學
げ
ら
れ
た
が
餅
し
て
就
か
ず
、
そ
の
中
に
長
髪
賊
の
凱
は
次
第
に
砿
が
り
、
悲
劇
は
至
る
斯
で
行
は
れ
、
徴
時
に
辿
遇
し
た
學
者
の

運
命
も
亦
銀
難
を
極
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
諸
家
の
仲
に
も
詳
ら
か
で
あ
る
。
威
豊
三
年
馬
瑞
辰
が
害
に
辿
ひ
、
そ
の
子
三
俊
が

戦
死
し
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
陳
典
も
成
豊
三
年
二
月
塵
を
避
け
て
蘇
州
か
ら
無
錫
芙
蓉
山
八
字
橘
に
従
っ
た
。
そ
の
後
又
蘇
州
に

ノ

か
へ
り
．
南
閏
に
居
て
弟
子
を
教
授
し
て
ゐ
た
も
の
と
恩
は
れ
る
。
張
星
鑑
、
馬
釧
、
赦
望
、
楊
睨
な
ど
皆
こ
の
頃
の
弟
子
で
あ
ら
う
。

（
戴
望
の
陳
先
生
行
壯
に
、
成
豊
七
年
秋
、
先
生
に
從
っ
て
嘔
詩
を
受
く
と
い
っ
て
ゐ
る
・
）
そ
の
冊
、
無
錫
へ
艇
ぱ
往
來
し
た
や
う
に

陳
碩
甫
仰
六
五
二
万
一
五
〕

″

よ
っ
て
泄
説
の
補
遺
（
こ
ぎ
が
刊
行
さ
れ
た
。

當
時
叉
胡
培
醗
の
儀
漉
正
義
も
刊
行
に
か
比
つ
た
。
胡
培
緊
と
陳
典
は
や
は
り
嘉
慶
二
十
四
年
の
幽
、
京
師
に
於
て
知
り
合
っ
た
學
間

の
友
で
あ
っ
た
。
し
か
し
乍
ら
こ
の
時
此
書
は
巻
峡
多
き
た
め
、
後
ま
わ
し
に
な
り
、
ま
だ
そ
の
工
を
竣
へ
ぬ
間
に
太
平
天
鬮
の
争
乱
と

な
り
、
成
塑
三
年
賊
が
南
京
を
焔
れ
ろ
や
、
陸
建
漉
は
節
に
殉
じ
。
刊
刻
の
こ
と
は
自
然
中
絶
と
な
っ
た
。
後
、
同
治
七
年
に
な
っ
て
、

／

胡
培
張
の
甥
の
肇
智
が
、
陸
氏
の
孫
か
ら
此
書
の
板
を
貰
っ
て
遂
に
出
版
し
た
。
（
尚
こ
の
儀
泄
正
義
は
未
完
成
の
も
の
で
あ
っ
た
が
門

人
の
楊
大
培
が
士
昏
擢
、
郷
飲
酒
職
、
郷
射
聴
、
燕
愁
、
大
射
儀
の
五
縮
を
補
っ
た
。
胡
承
瑛
と
胡
培
魏
と
の
交
友
は
上
に
の
べ
た
。
）

之
ら
の
事
蜜
を
考
へ
る
と
、
ま
こ
と
に
學
者
が
心
血
を
注
い
で
課
い
た
も
の
が
．
途
に
世
に
あ
ら
は
れ
る
迄
の
運
命
と
い
ふ
も
の
に
興
味

を
も
た
す
に
居
ら
れ
な
い
。
、
。
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「

丈
雛
研
究
第
二
十
九
幌
六
六
（
二
五
二
ｃ

国
父
る
が
（
張
脈
舟
傳
）
、
成
豊
十
年
Ⅲ
川
一
二
日
陳
英
が
無
錫
に
行
っ
た
晦
恰
も
こ
の
蝋
湖
南
か
ら
火
に
移
動
し
て
來
た
長
髪
賊
は
、

無
釧
と
犯
し
て
、
千
日
無
錫
の
城
は
陥
り
、
焚
掠
篭
し
く
、
十
三
日
蘇
州
も
亦
陥
っ
て
、
陳
典
の
家
の
群
も
多
く
難
に
死
し
、
杯
ぴ
蘇
州

の
家
に
操
る
こ
と
が
出
來
ず
、
そ
の
間
飛
皿
十
一
ヶ
所
、
六
川
腱
山
に
識
兵
が
梁
る
や
。
陳
典
も
老
人
乍
ら
招
か
れ
て
事
淀
謀
っ
た
。
》
幽

時
の
有
様
た
る
や
、
ま
こ
と
に
惨
痛
を
岬
わ
め
、
聞
く
所
附
く
に
忍
び
ず
、
見
る
所
兄
る
に
忍
び
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
父
奮
に

よ
っ
て
無
錫
八
字
橘
に
身
と
赴
い
て
ゐ
た
も
の
ｋ
や
う
で
あ
る
。
彼
の
弟
子
賜
釧
が
丹
陽
で
死
ん
だ
の
も
こ
の
成
豊
十
年
で
、
馬
釧
は
陳

爽
に
從
っ
て
學
ぴ
、
六
書
廿
訓
に
通
じ
、
集
融
に
力
を
川
ひ
、
師
の
脇
を
う
け
て
集
細
校
勘
記
を
作
っ
た
人
で
あ
る
が
、
こ
の
時
戦
死
し

た
。
戴
望
の
母
も
湖
州
が
陥
る
時
そ
の
行
方
を
失
っ
た
。
こ
の
や
う
な
悲
劇
は
至
る
腿
に
あ
っ
た
。
同
直
犀
に
な
っ
て
陳
典
は
上
海
に

芽
を
避
け
た
が
、
こ
の
醜
に
な
っ
て
さ
し
も
猫
独
逓
極
め
た
長
髪
賊
の
剛
も
、
稀
叫
図
藩
、
李
鴻
章
と
、
英
佛
軍
と
の
合
作
に
よ
っ
て
次
弟

に
儀
唾
さ
れ
た
。
雨
江
總
将
曾
叫
藩
は
、
陳
典
の
弟
に
楊
睨
か
ら
、
と
く
に
此
の
世
ぞ
去
っ
た
も
の
と
思
っ
て
ゐ
た
陳
典
が
、
今
上
海
に

身
を
避
け
て
ゐ
・
る
と
き
、
急
い
で
安
徽
に
招
か
う
と
し
た
。
が
そ
の
時
陳
典
は
念
疾
を
以
て
伺
治
二
年
（
易
劇
）
六
川
一
下
九
日
、
上

〆

海
龍
韮
の
郁
氏
の
餌
で
卒
し
た
。
年
七
十
打
八
で
あ
っ
た
。
妻
願
総
人
、
子
誕
、
皆
先
だ
っ
て
率
し
、
陳
典
の
身
邊
は
寂
災
た
る
も
の
で

●

あ
っ
た
。
孫
の
丙
喜
は
長
洲
縣
皐
附
生
と
な
っ
て
ゐ
た
。

、

弟
子
戴
鵠
は
孝
脈
方
正
陳
先
生
行
肱
〆
｜
書
き
、
張
離
鑑
は
陳
碩
市
先
生
僻
、
及
書
陳
孤
而
先
生
を
作
り
、
楊
睨
は
陳
先
生
述
逓
響
い
た
。

陳
典
の
一
生
を
老
へ
る
と
先
づ
鋪
一
に
よ
き
師
友
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
、
之
は
ま
こ
と
に
比
へ
や
う
も
な
い
幸
祇
で
あ
っ
た
。
段
玉
裁
と

い
ひ
、
王
氏
父
子
と
い
ひ
、
こ
の
清
朝
弟
一
の
學
者
の
、
而
も
そ
の
人
々
が
一
生
の
苦
心
を
菰
ん
で
、
或
は
説
文
解
子
曜
或
は
経
義
述

〆

聞
、
読
書
雑
志
、
經
傳
樺
詞
の
完
成
し
つ
Ｌ
あ
る
時
、
之
に
親
灸
し
て
そ
の
學
問
を
承
け
つ
ぐ
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
朋
友
に
も
上

骨

〆
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に
述
べ
來
つ
た
如
き
、
夫
堂
刻
苦
し
て
専
門
の
學
を
成
し
た
篤
學
者
を
多
く
持
っ
た
。
或
は
又
汪
氏
兄
弟
の
如
き
、
眞
に
知
己
と
い
ふ
べ
き

人
が
あ
っ
て
、
蜜
に
二
十
年
の
久
し
き
に
亘
っ
て
、
こ
の
人
の
西
湖
の
邸
に
寓
し
て
著
述
に
耽
る
こ
と
が
出
来
た
ｐ
毛
詩
偲
疏
の
作
も
一

に
師
友
の
賜
と
感
じ
た
彼
が
、
師
友
淵
源
記
溌
書
い
た
心
持
ち
は
よ
く
わ
か
る
。
而
し
て
叉
彼
が
朋
友
の
遥
詳
を
或
は
校
刊
し
、
或
は
袖

ひ
、
亡
き
友
の
功
を
世
に
明
に
じ
、
朋
友
の
義
を
つ
く
し
た
事
も
亦
至
れ
り
で
あ
っ
た
。
弟
子
に
も
亦
馬
釧
、
戴
望
な
ど
の
秀
才
を
持
っ

た
。
戴
望
が
顔
氏
學
記
と
共
に
、
管
子
の
研
究
で
知
ら
れ
る
の
も
亦
こ
の
師
の
典
へ
た
影
經
で
あ
ら
う
。
諏
献
の
復
堂
日
記
（
同
治
二
年

九
月
）
に
、
諜
球
に
於
て
陳
奥
の
手
核
の
菅
子
を
得
て
、
友
の
戴
望
を
貼
っ
た
こ
と
が
の
っ
て
ゐ
る
・
こ
の
日
記
に
は
つ
づ
い
て
陳
典
が

●

上
海
で
客
死
し
た
こ
と
を
附
き
、
自
分
は
途
に
一
見
し
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
嘆
し
て
ゐ
る
し
、
そ
の
後
又
陳
典
手
校
の
准
南
子
を
得
た
こ

〃

と
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
陳
爽
が
よ
く
人
の
美
を
成
し
つ
Ｌ
、
己
れ
は
己
れ
の
立
場
を
以
て
、
毛
詩
体
疏
の
や
う
な
名
将
を
世
に
貢
献
し
た

Ｌ

こ
と
は
、
兵
に
學
間
の
尊
さ
を
知
る
背
に
し
て
始
め
て
行
き
得
る
道
で
あ
っ
た
。

陳
爽
２
－
首
堂
文
集
の
存
否
は
知
ら
ぬ
。
叉
弟
子
の
僻
慶
職
が
年
譜
を
作
っ
た
と
戴
望
は
記
し
て
ゐ
る
が
之
も
見
な
い
。
一
）
上
に
は
三

百
堂
文
集
と
題
し
て
王
大
隆
の
職
め
た
陳
典
の
文
集
に
多
く
依
っ
た
．
そ
の
ほ
か
綾
碑
仲
集
の
諸
記
事
、
又
上
述
諦
番
の
序
趾
、
劉
扮
途

氏
の
王
氏
父
子
年
譜
、
段
王
裁
年
譜
な
ど
と
参
雌
し
た
が
、
年
卿
に
於
て
往
々
五
に
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
つ
と
め
て
そ
の
矛
臓
を

な
く
し
て
大
概
の
年
譜
を
諌
め
作
っ
て
み
た
が
，
尚
肌
く
と
こ
ろ
も
あ
り
、
叉
誤
も
あ
る
こ
と
か
と
忠
ふ
。
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昭
和
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六
年
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月
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